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国土交通委員長に就任
「
津
波
対
策
地
域
づ
く
り
法
」
の
委
員
長
報
告
を
す
る
岡
田
直
樹

＝
12
月
７
日
、
参
院
本
会
議

　
岡
田
直
樹
参
院
議
員
は
十
月
二
十
日
、
参
院
本
会
議
に
お
い
て
国
土
交
通
委
員
長
に
指
名
さ
れ
た
。
国
交
委
員

会
は
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
は
も
と
よ
り
、
日
本
全
体
の
災
害
対
策
や
交
通
網
の
整
備
な
ど
幅
広
い
課
題

を
審
議
す
る
場
で
、
そ
の
委
員
長
は
衆
人
が
望
む
重
要
ポ
ス
ト
。
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
以
西
延
伸
と
い
う
地
域
課

題
も
抱
え
る
岡
田
直
樹
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
起
用
で
あ
り
、
就
任
早
々
、
政
府
に
早
期
の
新
幹
線
着
工
認

可
を
迫
る
な
ど
意
欲
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

震
災
復
興
の
重
責
担
う

岡
田
直
樹

北陸新幹線延伸に光
　

今
回
の
人
事
で
は
、

国
交
委
員
長
に
希
望
者

が
集
中
し
た
が
、
岡
田

直
樹
が
国
交
大
臣
政
務

官
を
務
め
た
経
験
や
、

先
の
通
常
国
会
で
も
整

備
新
幹
線
促
進
の
議
員

立
法
を
提
出
す
る
な
ど

活
発
に
動
い
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。

　

十
一
月
十
日
、
岡
田

直
樹
を
団
長
と
す
る
国

交
委
員
会
視
察
団
は
、

大
津
波
で
壊
滅
的
打
撃

を
受
け
た
陸
前
高
田
市

な
ど
を
訪
れ
、
市
幹
部

と
新
た
な
町
づ
く
り
を

議
論
し
、「
津
波
対
策

地
域
づ
く
り
法
案
」
の

審
議
に
反
映
さ
せ
た
。

同
法
案
は
十
二
月
七

日
、
岡
田
直
樹
が
参
院

本
会
議
の
壇
上
で
委
員

長
報
告
を
行
い
、
全
会

一
致
で
成
立
し
た
。

　

一
方
、
岡
田
直
樹
が

政
務
官
時
代
に
金
沢
以

西
の
着
工
認
可
に
向
け

た
政
府
・
与
党
合
意
が

決
ま
っ
た
北
陸
新
幹
線

は
、
政
権
交
代
に
よ
り

凍
結
状
態
に
な
っ
て
い

た
。
先
の
通
常
国
会
で

岡
田
直
樹
は
二
度
に
わ

た
っ
て
災
害
時
の
北
陸

新
幹
線
の
意
義
を
問
い
、

大
畠
章
宏
国
交
大
臣

（
当
時
）
か
ら
「
東
海
道

新
幹
線
の
代
替
補
完
機

能
を
有
す
る
北
陸
新
幹

線
の
意
義
は
大
き
く
、

建
設
に
力
を
注
ぎ
た
い
」

と
の
踏
み
込
ん
だ
答
弁

を
引
き
出
し
た
。

　

委
員
長
就
任
後
も

岡
田
直
樹
は
金
沢
―
敦

賀
間
の
建
設
促
進
に
向

け
て
精
力
的
に
動
き
、

二
十
三
年
内
ま
た
は
同

年
度
内
に
待
望
の
着
工

認
可
の
見
込
み
も
出
て

き
た
。
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運
命
の
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
、
国
会
対
策
副

委
員
長
だ
っ
た
岡
田
直
樹
は

参
院
決
算
委
員
会
で
質
問

に
立
ち
、
菅
直
人
首
相
（
当

時
）
に
対
し
て
外
国
人
献
金

問
題
な
ど
を
鋭
く
追
及
し

て
い
た
。
そ
の
質
問
が
終
わ

っ
て
わ
ず
か
二
十
分
後
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
瞬
間
か
ら
政
情
は
一

変
し
た
。
菅
政
権
と
激
し

く
対
決
し
て
い
た
自
民
党

は
、
こ
の
国
難
に
際
し
て
政

府
・
民
主
党
に
協
力
す
る
姿

勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
震
災

対
策
の
第
一
次
補
正
予
算
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
返
上

で
、
第
二
次
補
正
予
算
は
旧

盆
返
上
で
成
立
さ
せ
、
震
災

関
連
法
案
は
い
ず
れ
も
ス
ピ

ー
ド
審
議
で
成
立
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
協
力
に
こ

た
え
ず
、
独
善
的
な
姿
勢

や
思
い
付
き
的
な
行
動
で
震

災
の
復
旧
・
復
興
を
遅
ら

せ
た
の
が
菅
前
首
相
で
あ
っ

た
。
菅
氏
が
長
期
間
政
権

に
居
座
っ
た
こ
と
は
被
災
者

は
も
ち
ろ
ん
日
本
国
民
に

と
っ
て
大
き
な
不
幸
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
間
、
岡
田
直
樹
は
国

会
対
策
の
職
務
を
果
た
し

な
が
ら
、
被
災
地
を
訪
れ
、

現
地
の
実
情
を
把
握
し
て

復
旧
・
復
興
策
に
反
映
さ
せ

た
。
福
島
第
一
原
発
の
警
戒

区
域
に
入
り
、
そ
の
困
難
な

状
況
も
体
感
し
た
。

　

国
土
交
通
委
員
長
就
任

の
前
後
に
二
度
訪
れ
た
岩
手

県
陸
前
高
田
市
で
は
、
大

津
波
で
町
ご
と
押
し
流
さ
れ

た
状
況
の
中
で
四
十
六
歳
の

戸
羽
太
市
長
と
高
台
移
転

の
是
非
を
論
じ
合
っ
た
。
戸

羽
市
長
は
震
災
で
三
十
八

歳
の
妻
を
失
っ
た
悲
し
み
を

国難克服に
全力尽くす

公共投資でデフレ脱却

　

参
院
で
十
二
月
九
日
、
一

川
保
夫
防
衛
大
臣
、
山
岡

賢
次
国
家
公
安
委
員
長
・

消
費
者
担
当
大
臣
の
問
責

決
議
案
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
。

　
一
川
氏
は
就
任
直
後
、
自

ら
を
「
安

全
保
障
の

素
人
」
と

述
べ
た
の

を
は
じ
め
、
ブ
ー
タ
ン
国
王

を
歓
迎
す
る
宮
中
晩
餐
会

を
欠
席
し
て
民
主
党
議
員

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に

出
席
し
た
こ
と
や
、
普
天

間
飛
行
場
移
設
問
題
の
発

端
と
な
っ
た
「
沖
縄
少
女

暴
行
事
件
」
に
つ
い
て
「
詳

細
に
は
知
ら
な
い
」
と
答

弁
す
る
な
ど
一
連
の
言
動
で

防
衛
大
臣
の
資
質
を
問
わ

れ
た
。

　

ま
た
、
山
岡
氏
は
以
前
、

マ
ル
チ
商
法
を
推
進
す
る

議
員
連
盟
の
会
長
を
務
め
、

勧
誘
す
る
よ
う
な
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
消

費
者
担
当
大
臣
と
し
て
不

適
格
と
さ
れ
た
。

　

野
田
佳
彦
首
相
は
両
大

臣
を
続
投
さ
せ
る
方
針
を

示
し
た
が
、
首
相
自
身
の

任
命
責
任
も
問
わ
れ
、
現

在
の
内
閣
で
次
期
通
常
国

会
に
突
入
し
た
場
合
、
混

乱
は
必
至
。
増
税
一
辺
倒
の

野
田
氏
の
姿
勢
に
は
国
民

の
反
発
も
高
ま
り
、
急
落

し
て
い
る

内
閣
支
持

率
は
更
に

低
下
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
に
衆
議

院
の
解
散
、
総
選
挙
が
行

わ
れ
る
可
能
性
も
膨
ら
み
、

自
民
党
が
政
権
奪
還
す
る

日
が
近
づ
い
た
と
予
測
す

る
向
き
も
あ
る
。

被
災
地
を
駆
け
る
！

岡
田
直
樹

２月１１日に新春国政報告会

一
川
、山
岡
大
臣
に
問
責

政
権
奪
還
の
と
き
近
づ
く

　恒例の岡田直樹新春国政報
告会は、来年２月 11日（建国
記念の日）午後３時から金沢
市堀川新町のホテル金沢で開
かれる。
　岡田直樹が国土交通委員長
就任の抱負を述べるとともに、
衆院解散・総選挙に向けて、
石川県内三小選挙区での全勝
と自民党の政権奪還を誓う場
ともなる。
　報告会の告知を兼ねて岡田
直樹の新しいポスター「日本

再生」＝写真＝も作成された。ポスターの問い合わせは、
〒 920 － 8203、金沢市鞍月４―115、金沢ジーサイド
ビル４階、岡田直樹事務所＝電話 076（255）1931 ＝まで。

福島第一原発警戒区域に入る岡田直樹（中央）＝ 10 月 18 日

押
し
殺
す
よ
う
に
し
て
、
ふ

る
さ
と
の
復
興
に
心
血
を
注

い
で
い
る
。

　
こ
の
国
難
、
特
に
原
発
対

応
は
想
像
を
絶
す
る
長
期

戦
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
前

途
を
悲
観
ば
か
り
し
て
は

い
ら
れ
な
い
。
岡
田
直
樹
は

十
一
月
二
十
九
日
「
安
全
・

安
心
の
道
づ
く
り
を
求
め
る

全
国
大
会
」
で
国
交
委
員

長
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
、「
災

害
列
島
と
も
言
え
る
日
本

の
国
土
を
強
化
し
、
将
来
に

向
け
た
大
胆
な
公
共
投
資

で
デ
フ
レ
経
済
か
ら
も
脱
却

し
よ
う
。
も
う
一
度
、
活
力

に
満
ち
た
明
る
い
日
本
を
作

り
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。


